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い

プ
自
動
い
ま
購
入
、

.

の
建
設
、
消
防
ポ
ン 

『4さ、'
企
蚊

ご ELV J

い
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
町
財
政

力
に
よ

っ
て
順
調
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

一
昨
年
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
老
人
医
療
の
無
料

化
に
加
、
え
て
、
乳
児
医
療
の
無
料
化

と
母
子
年
金
を
新
設
し
て
住
民
福
祉

の
充
実
を
目
ざ
し
て
ま
い
リ
ま
し
た
。

こ
と
し
は
、
昨
年
末
か
ら
の
い
わ

ゆ
る 

石
油
危
機
ゆ
に
よ

っ
て
、
極

度
の
物
不
足
と
物
価
の
値
上
が
り
の

な
か
で
、
ま
す
ま
す
窮
乏
生
活
を
し

町民のうごき

世帯数� 1，942 男� 4，152
人口�  8，432 女� 4，280

男女計
出生� 2 
死亡� 347  
転入� 10 9 19 
転出� 20 17 37 
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か
わ
午
、
み
な

さ
ん
の
絶
大
な
ご
協

/
戸 

比
例
瀬
保
育
所
の
明

益

事

業

な

ど

が

、

品

明

J

4

勝浦町長

堺

八
年
度
の
主
要
卒
業
と

し
て
町
道
の
改
良
舗
装

事
業
を
は
じ
め
、
教
只

住
宅
、
小
娘
沼
地
区
住

宅
の
建
設
、
消
防
詰
所

昨
年
は
、
昭
和
山
十

即
一
解
と
ご
文
岐
に
刈
し
、

1~謝
申
し
上
げ
ま

を
迎
え
、

み
な
さ
ん

の
ご
健
康
を
心

か
ら
お
祝
い
巾
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に 

ご

ろ
の
町
政
に
対
す
る
ご

H

輝
か
し
い
昭
和
四
十
九
年
の
新
春

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

明
け
ま
し
て
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も
い
ま
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
か
財
政
危
機 

に
直
面
す
る
こ
と

が
予
怨
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
異
常
↑
事
態
を
、
た
だ

「
わ
が
国
の
宿
命
」
と
片
づ
け
る
の

で
は
あ
ま
り
に
も
傑
別

で
あ
り
、
ま
さ
に
世
紀

の
そ
し
て
困
家
的
な
試

練
と
い
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん 

福

u

b

こ
の
と
き
に
当
た
り

州
民
の
み
な
さ
ん
と
と

も
に
英
智
を
集
め
総
力

を
あ
げ
て
、
」
の
難
関
を

克
服
し
、
こ
れ
を
来
リ

出
唱
え
て
ゆ
く
決
怠
を
固

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
こ
と
し
し

絶
大
な
る
ご
支
岐
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
、
年
一
山

の
-
)
あ
い
さ

つ
と
い

た
し
ま
す

ω

ご
あ
い
さ
つ

勝
浦
町
議
会

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新

し

い

年

を

迎

え

、

み

な

さ

ん

の

ご

清

福

と

ご

繁

栄

を

心

よ

り

お

祈

り

申

し

上

げ
ま
す
。

ヂ
ぷ
か
り
の
町
治
会
に
刈
す
る
深

い
ご
則
一
解
と
ご
協
力
に
対
し
心
か
ら

原
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
と
し
も
勝
浦
町
を
と
り
ま
く
社

会
情
勢
は
非
常
に
厳
し
く
、
特
に
本

町
の
法
一幹
作
物
た
る 

み
か
ん 
ω

の

前
年
に
引
き
続
く
販
売
価
格
の
低
迷

と
今
後
の
対
策
、
一
れ
油
危
機
お
よ
び

金
融
引
き
締
め
な
ど
に
よ
る

一
巡
の

総
需
要
抑
制
策
の
産
業
、
袋
詰
事
業

へ
の
影
響
な
ど
行
政
全
般
に
わ
た

リ

昔
維
が
予
恕
さ
れ
ま
す
。

H

わ
た
く
し
た
ち
議
会
議
員
一
同
は
、

町
民
各
位
の
ご
付
託
に
応
、
え
る
た
め
、

こ
と
し
も
懸
命
の
努
力
を
重
ね
る
所

存
で
ご
さ
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
岐
か
い
ご
指
川
市
と
ご

1
4
慌
を
お
闘
い
山
中
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議

日

比

一

平

忠

副

議

長

山

本

圭

一

議

員

四

浜

勝

巳
半

阿

武

滝

口

比

一

坂

口

貞

雄

小

附

武

夫

左
雌
ぃ
好
治

大

井

儀

中

西

晴

美

山

路

保

義

務

本

峰

山
内
問
喜
久
雄

坪
内
正
太
郎

附
上
弔
問
男

岡

敬

一、一

尚

楠

溢

占

井

出

1 日主世哨 宥苧b 智がる『町

2 
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勝
浦
町
み
か
ん
緊
急
対
策
本
部

要
望
事
項
・
運
動
方
針
ま
と
ま
る

O

本
町
の
長
一
幹
で
あ
る

み
か
ん
は
、
昨
年
の
全

国
的
な
生
産
過
剰
に
よ

る
価
格
の
暴
落
に
つ
づ

い
て
、
本
年
産
み
か
ん

の
価
格
も
低
迷
を
続
け

て
お
り
、
加
え
て
、
人

件
費
、
物
価
の
高
騰
、

さ
ら
に
、
石
油
危
機
の

問
題
な
ど
昨
年
と
呉
質

の
市
場
情
勢
に
あ
り
ま

す
。
貯
蔵
み
か
ん
の
販

売
見
と
お
し
も
明
る
い

材
料
が
見
あ
た
ら
な
い

枇
状
で
す
。
こ
の
た
め
、

さ
る
十
二
月
十
二
日
町

み
か
ん
対
策
本
部
(
本

部
長
堺
悩
一
外
委
員

十
四
名
)
は
、
委
員
会

を
聞
き
、
国
一
や
県
に
対

し
、
農
業
政
策
の
抜
本

的
改
革
と
当
面
の
み
か
ん
暴
落
対
策

に
つ
い
て
、
要
望
す
る
事
項
お
よ
び

巡
動
方
針
を
っ
さ
の
と
お
リ
決
定
し

ま
し
た
。
み
か
ん
生
産
者
に
お
か
れ

ま
し
で
も
、
一
一
層
の
団
結
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

要
望
事
項

一
、
本
年
産
み
か
ん
の
三 

パ

セ

ン
ト
(
百
万
ト
ン
)
を
国
お
よ
び

県
の
責
任
に
お
い
て
貿
上
げ
、
廃

棄
処
分
し
、
価
格
安
定
策
を
と
る

こ
と
。

二
、
み
か
ん
経
営
安
定
資
金
お
よ
び

再
生
産
資
金
の
悩
迷
期
限
を 

か

年
に
延
長
し
、
無
利
イ
と
す
る
こ

シ」
。

十
二
、

，』回、、

明
同
年
に

J

一一


一


ニ
、
治
州
み
か
ん
の
価
格
安
定
制
度

を
創
設
す
る
こ
と
。

四
、
消
費
拡
大
対
策
の
確
立
を
図
る

ニ
ル
」

卓
、
み
か
ん
の
生
産
計
画
を
再
検
討

し
、
世
間
給
の
調
盤
を
図
る
こ
と
。

六
、
栄
樹
振
興
事
業 

(般
道
、
ス
プ

U
A

リ
ン
ク
ラ
ー
施
設
、
集
出
荷
施
設
、

貯
蔵
施
設
等
)
に
つ
い
て
の
補
助

純
聞
の
拡
大
と
補
助
率
を
引
き
上

げ
る
こ
と
。

七
、
み
か
ん
の
輸
出
拡
大
と
条
件
繰

和
を
図
る
こ
と
。

八
、
オ
レ
ン
ジ
果
什
お
よ
び
オ
レ
ン


ジ
の
自
由
化
は
絶
対
に
し
な
い
こ


と
。


九
、
流
通
機
構
の
扶
本
的
改
善
お
よ

ぴ
整
備
を
図
る
こ
と
。

十
、
み
か
ん
輸
送
用
燃
料
の
確
保
を

図
る
こ
と
。

十
一
、
果
樹
共
済
制
度
の
充
実
強
化

を
図
る
こ
と
。

袋
埜
融
制
度
の
償
還
金
の

交
通
を
さ
さ
え
る
も
の
は
、
交
通

体
の
ご
協
力
め
も
と
に
、
地
方
の
交

通
事
情
に
対
応
し
た
交
通
安
全
対
策

を
重
点
施
策
の
一
つ
に
取
り
上
げ
、

交
通
安
全
の
諸
施
策
の
推
進
に
当
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
ま
だ

交
通
事
故
を
減
少
の
方
向
に
向
か
わ

勝
浦
町
保
育
所
保
母
の
採
用
試

験
を
次
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

受
験
希
望
者
は
、
受
付
期
間
中

に
役
場
総
務
課
へ
申
し
込
み
を
し

昭
和
四
十
九
年

一
月
十
二
日
か

ら

一
月
三
十
日
ま
で

試

験

日

第
一
次
試
験

昭
和
四
十
九
年
二
月
十
七
日

第
二
次
試
験

昭
和
四
十
九
年
三
月
上
旬

一
時
棚
上
げ
と
利
息
の
免
除
等
の

特
別
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

。
一
生
を
事
故
で
な
く
ま
い
泣
か
せ
ま
い

十
三
、
加
工
農
協
連
合
会
組
織
の
実

H

現
と

一
万
ト
ン
ジ
ュ
ー
ス
工
場
の

早
期
操
業
を
図
る
こ
と
。

新
春
早
々
、
要
望
事
項
実
現
の
た

め
、
県
本
部
主
催
で
、
町
が
中
心
と

な
り
、
県
下
み
か
ん
生
産
者
総
決
起

大
会
を
県
庁
で
聞
く
予
定
で
あ
り
ま

す
の
で
、
生
産
者
の
み
な
さ
ん
は
多

数
こ
の
大
会
に
参
加
さ
れ
、
生
産
者

の
声
を
以
映
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

(産
業
課 
)

せ
る
ま
で
に
は
至

っ
て
お

り
ま
せ
ん
。

四
十
九
年
に
お
い
て
は
、
交
通
事

母
と
子
の
保
健
と

故
の
増
加
の
抑
制
と
重
大
事
故
の
撲

福
祉
の
向
上
を

滅
を
期
す
る
た
め
、
交
通
三
悪
(
飲

酒
、
無
免
、
暴
走
)
の
絶
滅
を
重
点

愛
育
班
結
成
の
事
前

と
し
て
、
事
故
防
止
を
徹
底
し
、
無

事
故
で
明
る
い
年
と
な
る
よ
う
交
通

協
議
会
開
催
さ
る

安
全
意
識
を
高
め
て
ま
い
り
た
い
と

去
る
十
二
月

一
日
住
民
悩
祉
セ

ン

考
え
て
お
り
ま
す
。


タ
ー
に
お
い
て
、
小
松
島
保
健
所
長
、

年
頭
に
際
し
、
み
な
さ
ん

一
人
ひ


東
京
愛
育
会
本
部
の
持
田
先
生
、
保

と
り
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。


健
所
の
保
健
仰
さ
ん
、
地
区
の
代
表


者
の
出
席
に
よ
り
、
愛
育
班
結
成
の


市
中
前
協
議
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。


勝
浦
町
職
員
採
用
試
験
の
実
施

「
愛
育
班
」

と
は
、
地
区
の
ご
婦


人
た
ち
が
中
心
に
な
り
、
生
活
の
場


で
、
母
と
子
の
保
健
と
福
祉
に
関
心


を
も
ち
、
こ
れ
を
向
上
さ
せ
る
た
め


の
活
動
を
す
る
保
健
衛
生
を
主
と
し


た
自
主
的
な
地
域
の
組
織
で
す
。


そ
の
結
成
に
あ
た
っ
て
は
、
モ
デ

ル
的
に
坂
本
地
区
を
対
象
に
現
在
そ

の
準
備
が
す
す
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

機
器
、
逆
転
者
、
交
通
環
境
の
相
互

関
連
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

交
通
事
故
は
こ
れ
ら
の
要
素
が
そ
の

複
雑
さ
に
か
ら
み
あ
い
、
人
の
行
動

を
通
じ
て
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

妓
泣
の
単
の
多
量
化
、
大
型
化
、

高
速
化
に
と
も
る
い

、
交
通
環
境
は

順
次
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

半
を
逆
転
す
る
人
も
、
道
を
歩
く
人

も
こ
う
し
た
交
通
附
傍
へ
の
適
応

が
立
ち
お
く
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
、

多
く
の
交
通
事
故
を
ひ
き
お
こ
し
て

お
り
ま
す
。

勝
浦
町
に
お
い
て
は
、
従
前
か
ら

関
係
行
政
機
関
な
ら
び
に
関
係
諸
国

て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間、ー一

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
国県に対して強力な運動

MUS04
テキストボックス
勝浦町みかん緊急対策本部

MUS04
テキストボックス
事故をなくして明るい年に
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柑橘(花芽分化の開始期)�  

1 年の始めにあたり経営計画

を立てよう。

栽培技術、販売、経営、農

業情勢についてよく検討し、

新しい構想のもとに経営計画

を立てましょう。農業関係の

簿記、記帳を行い、農業と生

活の分析をし、問題点の改善

に努めてくださし¥

本町における� 1農家当りの

おおまかな目標は次のとおり

です。

表

農家所 得 �  2.000，000円� 

10a当り収量�  4 l 

kg当り販売価格� 55円

2 土じよう嗣査と石灰類の施

用

柑橘閣の土じよう� PH値は �  

6.0-6.5くらいが最も肥料

の利用率がよく、木の生育も

良いものです。適正な施用量

は土じよう調査をしなければ

わかりません。この機会にぜ

ひ土じよう調査をしてくださ� 

し、。� 

一 般にお おまかな施用 量

(アルカリ分53%、苦土15%

製品のもの)は次のとおりで

す。� 

O赤土がかった畑一一� …30袋

以上� 

O黒ザレがか った 畑� …20袋

以上

3 老木圃の改植と新植準備

樹齢が古く生産性の低い木、

系統不良樹、枝幹の大きな損

傷樹等はこの期に必ず伐採し、

閣の若返りをはかる。

水回転作等の新植閣は、全

面深耕し石灰頬の全面施用を

千子う 。

植穴は大きいほどよいが、

深き、直径とも 600mくらいの

ものでは次の慕準吾参考にし

キのljJ国が大きいので、長期貯


蔵を行うにはむずかしい年で 


す。全般に果皮の厚いものが 


多い傾向ですから、予措は強 


め(果重の� 3- 4%)に行い、 


第� 1回目の腐敗点検を早めに 


行うのがよし、。貯蔵中の温度 


は 3- 5
0

C、関係湿度は80-

85%がよし、。
 

落葉果樹

整枝、せん定

落葉果樹では最も重要な作 


業です。各種類ごとに結果習 


生が異なりますのでよく熟知 


し、冬期間中に実施する 。特・

に梅ではつほ、みがふくらむま

でに終ることが大切です。� 

2 病虫害防除

・ 梅 

こうやく病、 くろはし病 


にはイオウ合剤10倍液をで

きるだけ早く散布する。

クワシロカイカ許ラムシが多

い場合は95%機械油乳剤15

倍液を散布する。

・かき 


フジコナカイガラムシ要員 


には95%機 械 油 乳 剤15倍液

の散布を行う。

農業技術センター

年
始
の
犯
罪
や
事
故
の
防
止
を

一
月
十
日
ま
で
特
別
警
戒
を
実
施

年
末
か
ら

一
月
十
日
ま
で
の
聞
を

ら
れ
た
交
通
ル 

ル
を
守

っ
て
事
故

特
別
欝
戒
期
間
と
定
め
て
、
犯
罪
や

を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

事
放
の
防
止
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

お
正
月
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と

自
分
の
大
切
な
財
産
は
、
一
人
一

を
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

人
が
守
っ
て
盗
維
を
防
止
し
、
定
め

一

白
動
車
内
の
盗
難
事
故
防
止

二
一
冬
休
み
中
の
千
供
た
ち
の
非
行

防
止

三

酒
酔
い
運
転
、
速
度
違
反
や
追
越

し
違
反
な
ど
に
よ
る
死
亡
事
故
の

方
化
。

生
比
奈
駐
在
所

桜
木
巡
益

清
水
良
五
郎
氏

に
厚
生
大
臣
賞

さ
る
十

一
月
十
七
日
、
多
年
に
わ


た
り
援
護
事
業
に
、
ま
た
社
会
福
祉


事
業
に
貢
献
き
れ
た
そ
の
功
績
を
た


た
え
、
厚
生
大
臣
か
ら
生
名
・
清
水


良
五
郎
氏
に
大
臣
賞
と
記
念
品
か
お


く
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
栄
あ
る
受
賞


に
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。


有
ホ
良
五
郎
氏

表 2 生� 産 費� ・鶏フン…一・・・・…-・… 2勾

120，000円 ・ミカン用固型・・・・50-100個10a当り現金支出
 

4 貯蔵庫管理 

内 訳

昨年産果は全般に浮皮果が
月E 料 代� 13 ，000円

10 .000円
多く、またかっばん症状を呈

農 薬 代
 
しているものや、採取途中で 


雇用労働代�  60.000円

37，000円� 
積雪にあい凍った果実等も入

そ グ〉 他� 
庫されており、糖度も一昨年

kg当リ生産費�  30円
果に比べ約 �  1度低く、ノ〈ラツ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ

MUS04
テキストボックス
年始の犯罪や事故の防止を一月十日まで特別警戒を実施
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叩

ヌb込

第
二
十
回
徳
島
駅
伝
が
一
月
四
日

、

第

十毎
週
日
曜
日
に
記
録
会
を
行
い
が
ん

五
目
、

六
日
の
三
日
間
行
わ

れ

ま

す

。

横

瀬

小

学

校

前

ば
っ
て
お

り
ま
す
。

こ

の

駅

伝

は

徳

島

県

陸

上

競

技

協

二

時

の

予

定 

中
角
船
崎
新

ま
た
、
以
前
か
ら
要
望
し
て
お
り

会
、
県
教
育
委
貝
会
、
徳
島
新
聞
社

ま
し
た
勝
浦
コ 
1

ス
が
、
今
回
正
コ

が
主
催
し
て
お

り
ま

す

。

こ

の

駅

伝

第

十ー
ス
と
し
て
決
定
な
り
ま
し
た
の
で
、

の
目
的
は
県
下
の

陸

上

競

技

の

普

及

中

角

船

崎

新

聞

居

前

町
民
の
皆
棟
の
盛
大
な
応
援
を
お
願

発
達
を
は
か
り

、

:

)
U
M
-
-

沼 棚 生
江野名

平
井
良
男

小
西
克
矢

古
山
磯
之

お
く
や
み
申
し
ま
す

二
区

出
発
(
四
日
午
後

ご
結
婚
お
め
で
と
う

間
席
前

Hi山幸キ寸

康
博

玉
子

博
美

里
美

へ

中

角 

三
区

1
口
M
l
天
理

恵

鳥

肌

芸

ほ

勝

浦

毛

居 

陸
相

~4
R

教
勝
浦
分
教
会
前

第
十
四
区

上
勝
町

f

林戸 西 池� 

「
生
名

fz
一

渓

ヘ

棚

野 

沼生星坂棚
江名谷本聖子て‘町鴻五:I

堀

一
一美
(
必
オ
)

山
口

秀

夫 

(
日
オ
)

桑

村

庄

一 

(
特
オ
)

戸

村

カ

ツ 

(
沌
オ
)

脇

サ

ツ

キ 

ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者

は
正
し
い
訓
練
を

〉

、?

消

去

一 

¥

ぃ一

定

¥

ボ 

:
3
4一、 
メ

J

E

天
理
教
勝
浦
分新

重
ね
、

技
術
を
磨	

盛

大

な

応

援

を

お

願

し

し

ま

す

‘、 

教
会
前 

き
、
健
康
な
る
身

体

と

健

全

な

る

精

第

十

五

区

神
を
ま
す
ま
す
助
成
し
、
社
会
に
貢
献
い
し
ま
す
。

新
浜
中
継
所
前 

徳
島
新
聞

し

よ

う

と

す

る

も

の

で

す

。

な

お

、
結
団
式
は

一
月

一
日

午

後

社

前

(

決

勝

点

)

|
M
M
l

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
駅
伝
を

十
時
か
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て

勝

浦

コ

ー

ス

で

横

瀬

通
じ
て
、

健

康

な

身

体

、

健

全

な

精

行

い

ま

す

。

出

発

走

者

は

、

十

三

郡

市

代

表

選

手

1
M
l
M

浜
中
継
所
前

お
誕
生
お
め
で
と
う

松
畠

一
雄

小
松
島
市

露
口

美
鈴

f

…

小
学
校
前
の

平
山
寿
仁

海
北
公

一
郎

れ物席一葉喪うぶ ざんよくりてだき�  n虫

ゆj三

l
ス
の
走
路
、
区

間

は

次

と

ヤ

ク

ル

ト

、
中
京
大
学
の
招
待
チ

神
を
養
う
た
め
に
郡
陸
上
競
技
協
会
、
勝
浦
コ

勝
浦
町
体
育
協
会
を
中
心
と

し

て

の

と

お

り

で

守

。

ー

ム

で

す

。

大
活
躍
の
勝
浦
タ

イ
ガ 
l

教
育
委
員
会

ス

チ

ム

(

監

督

堺

徹

氏

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
い
に
活
躍 

TI-:r 

1瀬角山 山 川 瀬江名瀬瀬野 川 瀬木瀬�  

。
勝
浦
タ
イ
ガ

大
会
に
お
い
て
初
優
勝
。

f
o
県

少

年

野

球

新

人

大

l

tfIfw 

ス
地
区

会
に
お
い
て
準
優
勝
。

小
松
島
、
勝
浦
地
区
新
人
少
年
野

球
大
会
が
十
月
二
十

一
日、

二
十
七

日、

二
十
八
日
め
三
日
問
、
十

一
チ

ー
ム
が
参
加
し
、
勝
浦
町
横
瀬
小
学

校
及
び
和
田
島
小
学
校
の
両
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
勝
浦
タ
イ
ガ 
l
ス
が

参
加
し
第
一
回
戦
、
第
二
回
戦
、
準

決
勝
と
勝
ち
抜
き
、
小
松
島
か
も
め

チ
ー
ム
と
の
優
勝
戦
に
お
い

l

て
チ 

ム
プ
レ
ー
を
発
庫
し
.

み
と
と
優
勝
の
栄
冠
に
煉
き

ま
し
た
。

ま
た
、
十

一
月
四
日
、
十

一
白
、
十
八
日
の

三
日
間
和

田
島
航
空
隊
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

l

三
十
八
チ 

ム
の
参
加
に
広

り
行
わ
れ
た
徳
島
県
少
年
野

球
新
人
大
会
で
も
み
ご
と
に

準
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

優
秀
選
手
に
勝
浦
タ
イ
ガ

l
ス
の
英
直
樹
君
が
遊
ば
れ

ま
し
た
。 

tI/j 

だの で す は 人 児足まり道向にめず�  H奔
け 利 酔るシあをし に は を か せ の り 品目H

1が用ふ ーグ り視たまうきぬぬセの 仰� 1 
.世頭 て 片 ナ 玉 野言あまか約とメ人�  J市 t 
1界の主 は ノ レ 子 にま定年いれ束当ンの�  t悶� ? 
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j
? j出た こ 時間人し歳を歌 f 元� 

え るじせたら返っかうりるな来�  :ま次送出�  弘男
:す回 り詠� 

1 

ずり苧そ 宰りる�  'I~ 先 11 
I

:

j 	 合ば�  L 撮俳 一毎 jl
つ均 勝月 。� 

-投の在篠三ま� E" tIfごそ内一句次住勢渓で� ; 
:<;;1.の広に・ 6 

j稼平倉 大 竹 中 大丸田空太橋桂中山�  jtLTZ; : 
121?i:i 

. tIfijq '.01= tIf横中 中 今 立 横 沼生横横棚立横坂横
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1勢問橋柳田国岡山中 内 田本木 川 口 :代ま}キ
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1都豊 加 治五万小香さ英 山 瓢子 I筒� iの・で� : ，i	 ;せ j景子辻代 月 里 枝月を男人梢人住月

--ー

二
男

長
男

二
女

康

博
正

人

理
映
子

(
九
オ
)

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
徳島駅伝に勝浦コース決定盛大な応援をお願いします

MUS04
テキストボックス
勝浦柳壇
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さ
い
。

前
ま
で
に
、
ま
た
知
ら
ず
に
転
用
し

て
し
ま
っ
て
い
る
人
は
、
早
急
に
農

業
委
員
会
へ
申
間
態
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

成
業
委
員
会
で
は
毎
月
十
五
日
ま

で
に
申
舗
の
あ

っ
た
も
の
を
、
そ
の

月
の
う
ち
に
審
離
し
て
県

へ
進
達
し

て
お
り
ま
す
。

毎
月
十
五
日
ま
で
に
農
業
委
員
会

事
務
局 

(役
場
産
業
課
内 
)
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
る
と
と
も
に
、
地
元
の

農
業
委
員
に
連
絡
し
て
定
例
会
ま
で

に
現
地
の
下
調
査
を
受
け
て
く
だ
さ

勝
浦
町
内
股
業
委
員
会

米
の
生
産
調
整
に
対
す
る

奨
励
補
助
金
を

振
込
み
ま
し
た

昭
和
四
十
八
年
度
築
地
し
た
米
生

産
調
援
団
に
対
し
交
付
さ
れ
る
奨
励

補
助
金 

(概
算
払
金
)
を
、
各
関
係

農
家
の
農
協
貯
金
口
座
に
振
り
込
み

ま
し
た
。

振
り
込
み
し
た
日

勝

浦

町

農

協

十

二
月
四
日

生

比

奈

農

協

十

二

月

一
日

な
お
、
精
算
払
金
の
交
付
は

二

月
中
旬
の
予
定
で
す
。

野
う
さ
ぎ
・
は
く
ぴ

し
ん
買
上
げ
ま
す

農
作
物
の
被
害
を
守
る
た
め
、
県

お
よ
び
町
の
補
助
金
で
駆
除
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
狩
猟
さ
れ
た
方
に
、

野
う
さ
ぎ

一
匹
に
百
円
、
は
く
ぴ
し 

ん

一
匹
六
百
同
を
支
払
い
い
た
し
ま

す
。
野
う
さ
ぎ
、
は
く
ぴ
し
ん
の

と りしちをご来方多のきょを芸例本 お別 て
まていお観場 の 数 で まり次祭吃校さ礼の平お勝

き すおた待 !EZ 、ごの、す開に」困|宣て申ご紫め浦

し支はで閃T
上保本との
げ、校うみ

まご教ごな
す協育ざさ
。力発いん

を展ま
賜のす明

一勝浦園芸高校からー り アニ 。lナ

(昨年の展示会場 ) 厚めま
くキ各 し

一
月
十
四
日
(
月 
)
1

十
五
日
(
火
)

と
ニ
ろ
勝
浦
園
芸
高
校

主

催

勝

浦

園

芸

高

校

-R お
も
な
催
し

合
農
産
物
品
評
会

農
産
物
展
示
と
即
売

女
果
樹
展


柑
橘
栽
培
の
将
来
の
方
向
と


現
状
問
題
点
の
打
解
策
は
な


に
か


野
菜
と
盆
栽
展

し
っ
ぽ

を
産
業
課
ま
で
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

趣
味
の
盆
栽
と
養
成
苗
即
売
、

施
設
園
芸

花
弁
展

こ
れ
か
ら
の
花
井
栽
培
、
即
売

合
加
工
畜
産
展

各
種
加
工
品
の
展
示
即
売


画
写
真
展


本
校
生
徒
、
職
員
、
中
学
生


の
作
品
展
示


健
康
展

R-ガ
ン
に
つ
い
て


合
科
学
展


生
物
、
化
学
関
係
の
展
示


合
被
服
展


-R
世『

生
徒
の
作
品
の
展
示
と
即
売


脅
家
庭
生
活
展


-¥

わ
た
し
た
ち
の
生
活
を
考
え

コ
|
ヒ

・
ケ
ー
キ

・
ホ
ッ
ト

ド
ッ
グ

・
ミ
ッ
ク
ス
ジ
ュ

ー

ょ、
 

7

生
花
展

R-現
代
の
生
活
と
生
花

脅
趣
味
展

本
校
職
員
、
生
徒
の
趣
味
の 

*
同
和
、
文
芸

コ
ー
ナ
ー

脅
芸
能
会

人
形
浄
瑠
璃
公
演
、
本
校
生

徒
の
芸
能
発
表

合
バ
ザ
ー

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
・
ぜ
ん
ざ
い
・

ス
等

電
報
ヰ

電
話

.1

自
動
支
払
い
の
ご
利
用
を

電
報
電
話
局
か
ら
お
知
ら
せ 

{自
動
支
払
}
と
は


脅
銀
行
や
般
協
が
あ
な
た
に
代
っ


て
利
用
料
金
を
自
動
的
に
支
払
い


す
る
制
度
で
、
あ
な
た
が
取
引
き


さ
れ
て
い
る
銀
行
や
農
協
な
ど
の


預
金
口
座
か
ら
振
り
替
、
え
て
お
支


払
い
に
な
れ
ま
す
。


毎
月
の
利
用
料
金
の
お
支
払
い


に
は
、
わ
ざ
わ
ざ
電
話
局
や
郵
便


局
の
窓
口
ま
で
出
向
く
必
要
は
あ


り
ま
せ
ん
。
お
忙
し
い
方
や
昼
間


留
守
の
ご
家
庭
に
よ
ろ
こ
ば
れ
て


お
り
ま
す
。


手
続
き
は
簡
単
で
す
。
取
引
先

の
銀
行
や
農
協
ま
た
は
電
報
電
話

局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

-R -R

金

冬
期
に
お
け
る

水
道
管
の
管
理
に
注
意
を

寒
さ
が
き
び
し
く
な
り
ま
す
と
、

水
道
管
等
の
故
障
が
多
く
発
生
し
ま

す
の
で
、
次
の
占
…
に
注
意
し
て
く
だ

合
凍
結
や
破
損
を
防
ぐ
た
め
、
露

出
し
た
管
を
わ
ら
な
ど
適
当
な
も

の
で
保
温
し
て
く
だ
さ
い
。 

*
配
水
管
に
漏
水
を
発
見
し
た
と

R-
き
は
、
た
だ
ち
に
管
理
人
か
組
合

長
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

水
は
ム
ダ
使
い
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ

¥つ
。

農
地
転
用
は

事
前
に
許
可
を

受
け
て
下
さ
い 

農
地
を
宅
地
や
駐
車
場
、
植
林
な

ど
他

の
も
の
に
利
用
す
る
場
合
は
、

た
と
え

一
、
二
坪
で
も
農
地
法
の
規

定
に
よ
り
知
事
に
転
用
の
許
可
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

知
事
の
許
可
を
受
け
ず
無
断
で
転

用
し
て
い
る
、
所
が
見
か
け
ら
れ
ま
す

が
、
無
許
可
で
転
用
し
た
場
合
は
、

内
容
に
よ
り
三
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
、

原
状
回
復
の
勧
告
を
受
け
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

す
る
人
、

農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
に
利
用

利
用
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
人
は
、
事
業
に
着
手
す
る
五
十
日
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場しら世 

|消防出初式は E月4 日です|

昭和49年消防出初式は、  1月 4日午前  9時30分か

ら勝浦中学校グラウンドにおいて行います。

| 移動警察|

今月の移動警察は11日です
女免許証の有効期限が切迫(  1か月以内)している方

* 日時  1月11日 (金曜日)午後  2時 -4時 

*場所 勝 浦 町 役 場 2階第  1会議室

*更新に必要なもの

(1)運転免許証  (2)写真  l枚 (3)手数料  
¥ー' (4)住所を変更された方は住民票

※免許証お受けとりください  

12月11日に更新申請された方は、  11日の移動警察

と同時に町福祉センターで法規講習を行い、終了後

免許証をお渡ししますから、時間厳守(午後  2時)

のうえ受講ください。

百日咳・ジフテリア・破傷風
の 3種混合予防接種

安 月日 1月29日(火)  

*時間 午後  1時30分 -3時 

*場所勝 浦町住民福祉センター  2階 

*料金無料

安該 当者

・昭和  48年 1月31日までの出生児で  3回接種を受

けていない者

・追加接種を受けていな い 者 (3回接種完了後満  

1か年以上になる者は、もう  l回接種を受けな

ければなりません。)

女接種を受けることができない者

・ 「はしか」や他の予防接種後  1か月を経過して

いない者  

-発熱、心臓病、けいれん性体質者、その他身体

に異常のある者

育母子手帳をご持参ください。

|小児マヒ生ワクチン投与|

* 月日  l月17日 (木 )

安時間 午後  1時30分 -3時 

*場所勝 浦町住民福祉センター  2階

食料金無料  

*該当者

昭和48年 2月 1日から昭和48年 8月31日までの

出生児またはそれ以前に生れたもので、  1回の投

与を受けて  6か月以上経過している者

食投与を受けてはいけない者

・予防接穐後  1か月を経過していない者

・発熱者、心臓病、じん臓病、けいれん性体質者

および下痢をしている者

女投与前に問診をいたしますので、お子さんの健康

状態のよくわかる方が付き添ってください。  

*母 子 手l肢をご持参ください。

|乳児検診|

今月は  2回行います。該当者はお間違いのないよ

うにしてくださし、。

【第 1回】

* 月日 1月11日 (金)

安時 間 午 後  1時30分 -3時

台場所勝浦病院  

*料金無料  

*該 当 者

昭 和48年 1月 l日から昭和48年 6月30日までの

出生児  

*母子手l阪をご持参ください。

【第 2回】

女 月日 1月25日 (金) 

*時 間 午 後  1時30分 -3時 

*場所勝浦病院

育料金無料

脅該 当 者

昭 和48年 7月 1日から昭和 48年 9月30日までの

出生児  

*母 子 手l肢をご持参ください。

|結核検診の結果は?

昭 和48年 10月22日か ら 26日の 5日間にわたりレン

トゲンによる検診を受け られた方で、検診結果に異

常のない方には、通告日 L、たしませんからご了承くだ

さい。

なお、再検診を要する方には、通知をしたします。

|傍育所 E月4、日まで休みます|

年末  (28日)から お休みをいただいておりますが、  

1月 5日 (土曜日)から従来どおり保育を開始しま

すので、児童を登所させてくださし、。

|老人風呂は5 日から|

今月の老人風呂は  5日から  9日まで、 2回目は15


日から 19日まてイすいます。
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